
語引き助詞研究文献日録 その1

成田徹男 加藤久雄 武市恵美子

助詞に関する研究の文献目録は,宮坂和江氏による

｢助詞研究文献稔覧｣が r国文学 解釈と教材の研丸

(学燈社)の第4巻第9号 (昭和34年6月発行)にあ

り,助詞研究に大いに利用され役立つものであった｡

本文献目録は,その後昭和34年以降に発表された研

究文献についての日銀の必宴性と,近年の日本陪研究

の動向,とりわけ連語論 ･格文法論 ･結合価文法 ･類

兼動詞の意味分析など,助詞のあり方にも重点のおか
●●●

れる研究の隆盛から生じてきた ｢語引き文献目軌 の

必要性の両面を満足させようという目的で作られたも

のである｡

本目録の方針と構成は次のとおりである｡

1 明治以降.昭和54年12月までに発表された助詞

に関する研究鎗文,及び単行本を収録対象とした｡

2 ただし,一般文法番の部分としての助詞研究,

及び ｢てにをは｣研究などを対象とした学史的研

究は.収食対象から除外した｡

3 文献収集に関しては,先の宮坂和江氏の ｢助詞

研究文献稔覧｣と国立国語研究所の r国語年鑑J

(秀英出版)(昭和29年版から昭和55年版まで)に

負うところが大きい｡

4 本目録の全体構成は以下のとおりである｡

1 助詞稔論

1.1 単行本

1.2 地味論文

2 作品別助詞研究

3 助詞各論

3.1 格助詞

3.1.1 格肋詞放冷

3.1.2 格助詞各姶
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③
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⑦

⑧

⑨
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③
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その他 (シテ,モチなど)

3 格助詞比較論･

ガと-

ガとノ

ガとヲ

ヲとこ

ことへ

ことト

ことデ

ヨリとカラ

3.2 係助詞

3.3 副助詞

3.4 並立助洞

3.5 単体助洞

3.6 終助詞

3.7 接統助詞

このうち,今回の ｢語引き助詞研究文献目録 その

1｣では,｢3.1.1 格助詞稔給｣までを収録した｡

5 本目録の配列は,原則として食下位分類項目ご

とに発表年順 とした｡ただし,｢2 作品別助詞

研究｣については,作品をおよその時代順に分け

て配列した｡

同一題目で分載または連破のものは,初出の箇
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所に併記した｡

紀叔項目は,左より.①執筆者名,②論文題目

または昏名.③所収文献及び巷号または発行所,

⑥発表年月,の順である｡

目録に記敢するにあたって,現物をみることのでき

なかったものもあり.収録もれもあるかと思われる｡

大方の御教示をお願いする｡



* 次の論文集に再録 (加筆 ･訂正 されたものもある)されている論文には該当するアルフ ァベ ットを著者名の

前に付 した｡なお,岡崎正継 (棉)r諭搬日本訊研究 6 助詞J (有精堂)が現在編集中である｡

A海沢幸書郎 国語学論考

(同上 同上 (復刻) 〔著作集 2〕

B石垣 託二 助詞の歴史的研究

C松村 明 江戸語東京語の研究

D服部 四郎 言語学の方法

E国広 哲弥 構造的意味論- 日英両語対照研究-

F永野 賢 伝達詮にもとづく日本語文法の研究

G森兎 故 日本文法の諸問題

H時枝 誠記 時枝誠記博士論文集

†同上 同上

J三上 孝 三上帝論文集

K佐伯 哲夫 語順 と文法

八婁昏林 ･上田星沓店昭 15-2

勉誠社

岩波沓店

東京堂

岩波昏店

三省堂

東京堂

笠間沓院

等一冊 音譜本質論 第-冊 岩波昏店

第二冊 文法 ･文章論

1 助詞推論

1.1 単行本

佐藤 信夫 助言例

広地千九郎 てにをは廃止論

広地千九郎 日本文法 てにをはの研究

児山 敬一 文学語法概説 ･助詞拾

永田書太郎 方言資料抄 助詞街

新井無二郎 旦爾乎波の慌理的研究

大塚 悦三 助詞 と助動洞の研究

国 立 国 語 現代語の助詞 ･助動詞- 用法 と実例- 〔報告 3〕
研 究 所

EE辺 正男 日本文法 助詞蔚 上,下

富 山 市 富山市児童言語調査第2集
教育委月全 代名詞 ･連体詞 ･助詞 ･接枕詞話

石垣 談二

此島 正年

根閉 弘海

松村明(崩)

橋本 進書

鈴木一彦 ･
林巨樹(絹)

鈴木 忍

(本番)掘範
委月食(編)

1.2 独鈷飴文

武谷 等

物典 高見

松尾捨治郎

助詞の歴史的研究

国語助詞の研究- 助詞史の素描-

宮古方言における助詞の一部 と代名詞の形態- 日本
語 (東京方言)との対応比較において-

古典語 ･現代語 助詞助動詞詳説

助詞 ･助動詞の研究 〔著作集 8〕

品詞別日本文法講座 9 助詞

教師用日本蹄教育-ンドナック③文法 Ⅰ 助詞の諸問題 1

田辺博士古柵紀念国語助詞助動詞鎗♯

てにをは不調歌弁明典解

作用言 ･形状言を承 くる旦爾乎披 〔国文叢話〕

天爾乎披私見
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岩波沓店

54-8)

30-ll

32-4

35-12
42-12
45-5

46-10

48-10

50--2

くろしお出版 50-6

関西大学出版 ･広報部 51-12

著者 明23-6

早稲田大学出版部 38-3

早稲田大学出版部 39-12

表現牡 昭 8-7

著者 (謄写版) 8-ll

中文館 9-2

大倉広文堂 9-9

秀英出版 26-3

(謄写版) 26-4,9

* 26-12

岩波番店 30-ll

桜楓社 41-3

沖縄女子短期大学 43-ll
(胎写版)

学燈社 44-4

岩波昏店 44-ll

明治昏院 48-2

国際交洗基金 53-3

桜楓社 54-8

文海 明28-3,5

国学院雑誌 1-10 28-10

国学院雑誌 8-1 35-1



長山 慶七 天爾乎波私見を読む

松尾捨治郎 天爾乎披私見について

森 無黄 軽蒋なる手ホ披

藤岡 好古 助辞講義

大井 広 丘爾乎汝に就て

大井 広 丘爾平政の詩的発展

塚本 哲三 助詞の重要性について

橘 正一 盛岡稗のテニヲ-

細谷 則理 平鹿拝のテニヲ-

松崎 未義 国語読本に表れたる助詞について

金森 久二 滑川町に於ける助詞考察H(∃

田中 健三 文法墳談- 肋洞について-

金森 久二 助詞考察 (富山県)

東条 操 助辞論の-,二

能田太郎他 文例方言揮 (肋洞 と処格)

児山 敬一 文学語 としての助詞概説

斎藤 秀一 荘内方言に於ける助詞

菊沢 李生 児山君の r文学語法概説 ･肋詞篇Jを読んで

石田 春昭 石見の助詞に耽て (は ･を ･へ ･ぱ)

山口麻太郎 奄岐方言助詞法tO(下

金原 省吾 言葉の持統性- 国語肋洞の一時性について-

橘 正一 助詞の方言分布

北条 忠雄 方言語法に関する管見及び考察(2)

H時枝 誠記 文の解釈上より見た助詞助動詞

保井 克己 助詞考

金原 達書 肋洞の未決定性に就て

植村 邦正 中等教科文典に於ける文語助詞の取扱

亀井 孝 日本語の論理的構造 六- ｢てにをは｣の発見-

木枝 増一 児童語法沸話

来島 春吾 作文を通 じて見たる助詞の一考察

マツサカ ワカナかキニッイテ
タダノり

片山 九重 ｢助詞の便ひわけ｣窮策

C松村 明 助詞の異同について

岡本千万太郎 係助詞 ･副助洞 と格

B石垣 故二

D服部 四郎

大野 晋

1時枝 拭記

佐伯 梅友

額味 鉄雄

桑田 明

糸井 寛一

助詞史研究の可能性

付属語 と付属形式

言語過程説に於ける詞 ･辞の分類について

対人関係を構成する助詞 ･肋動詞

まざれやすい助動詞や助詞の見分け方

自立語附属語 と詞辞- 日本文法の生理-

助詞の機能 〔研究発表要旨〕

時枝文法学脱における洞 ･辞 と語
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国学院雑誌 8-3 明35-3

国学院雑誌 8-8 35-8

卯杖 36-2

わか竹 42-6-44-10

潮音 15-3 昭4-3

潮音 15-8 4-8

草上 5-2

方言と土俗 6-3

方言 と土俗 6-4

国語教育 6-ll

越中方言研究粂報 7-1,5
4, 5

国漠研究 7-4

越中方言研究粂報 7-8

教育国語教育 7-ll,12

土の香 8-3(44) 8-1

短歌表現 8-2

方言と土俗 8-3

短歌表現 8-8

土の番12-3(68) 9-6

国語教育 10-2,3

コトパ 5-4 10-4

国語研究 3-12 10-12

方青 7-3,5 12-4.6

文学 5-3 12-3

コトバ7-6 12-6

国文学研究 13-ll

国語教室 14-12

国語教育 15-2

実践回漕教育 15-ll

日本語 17-7

カナノヒカリ 18-4

華北 日本語 18-10

日本ぎ吾4-3 19-3

｢輯本博士還暦記 19-10
念国語学論集｣

国語と国文学278(24-6) 22-6

言語研究 15 25-4

国語と国文学313(2715) 25-5

国語国文 20-9 26-12

解釈 と鑑焚 27-2

解釈 と鑑碇 27-12

国語学 13･14 28-10

大分大学学芸学部 28-3
研究紀要 2



武田 祐書 助詞の歴史的分類法に就いて

時枝 観記 言語における主体的なもの

F永野 賢 表現文法の問題- 複合辞の認定について-

庶田 芳起 詞辞の分類並びにその下位分頬における原理的な問題

沖田 養子 静岡県金谷方言の助詞について

伊吹 武彦 助詞とニ ュアンス

菅野 宏 言語過程説における詞辞

竹岡 正夫 てにをは諭- "網 ･辞"批判-

原田 芳起 接尾語 ･形式名詞 ･辞

Ⅰ時枝 拭記 洞と辞の連続 ･非迎紙の問題

原 朗 播州方言の助詞

北山 正辿 助詞助動詞 (秤)考察のための ｢文｣試論

鈴木 太良 作歌と助辞と (1-6)

山田 忠雄 ｢てにをは｣の研究とその指導

安田喜代門 詞と辞 〔研究発表要旨〕

熊代 我- ｢と｣に誘われて- 中学校の文法指導-

小久保崇明 中学文法における文節の取扱い-助詞を中心として一

竹岡 正夫 ｢詞｣と ｢辞｣について- 時枝文法への批判-

1時枝 奴記 言語過程における ｢詞｣と ｢辞｣

奥村 三雄 辞の形態論的研究

時校 地記 竹岡正夫氏の詞辞論批判に答える

鴨岡 幹夫 格肋詞接続助詞の考察- 指導資料 として-

為貞 節穂 古文解釈に於ける助詞の表現法

竹岡 正夫 洞 ･辞の本質について- 時枝博士に答える-

鴻島 毛浩 低学年における語法指導- 一年生における助詞について-

金岡 孝 音譜過程説に於ける複合語の取扱いについて
- 複合酷と詞 ･辞の問題-

望月 誼三 つづ りかたと文法- 子 どもたちの文のつづけかたと
気持ちの表しかた-

為貞 節穂 古文に現われない助詞の表現について

浅見佐久江 助詞の機能のあらわれかたについて-相互承接と分類一

長船 省吾 詞と辞とを区別する規準について

尾崎雄二郎 国語における詞辞の分類についてH

I時枝 紙記 長船省吾氏の詞と辞との区別に関する論文を読む

青木 怜子 助詞の分類について

渡辺 実 剛用語 ･付属語

飯豊 穀一 辞の機能

MiyakeTakeo テニヲ-問題- 日本文法ことはじめ-

宮地 裕 ことばの使い方- 肋詞 ･助動詞

岩淵悦太郎 助詞のはたらき

佐藤喜代治 助詞にはどんなテーマがあるか
- 卒黄論文を番 く方々のために-

MiyakeTakeo ｢が｣と ｢こそ｣

此島 正年 助詞
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｢金田一博士古締記 昭28-5
念 言語民俗論叢｣

｢同 上｣ 28-5

｢同 上｣ 28-5

語文 28-7

しののめ 28-9

｢ことばの研究室 29-1
Ⅰ(NHK絹)｣

国語学 16 29-3

香川大学学芸学部 29-3
研究報告 ト4

語文 (阪大)11 29-3

国語学 19 29-12

国文詮荘(神戸大)11 301I

国語国文 24-7 30-7

潮汐 30-5.6.7.9,10,12

教育技術中学国語 3ト 1

音譜研究 29 3ト 3

実践国語 31-1,3

解釈 14(2-6) 31-6

ことばの教育 31-7

ことばの教育 3ト 7

国語国文 25-9 31-9

ことばの教育 3ト 9

実践国語 31-10

回文学 31-ll

ことばの教育 3ト11,12

実践国語 31-12

清泉女子大学紀要 32-2
4

言語生活 66 32-3

国語研究 32-4

女子大国文 6 32-6

国王哲学 29 32-6

立命館文学 146 32-7

国語学 30 32-9

｢日本文法沸座 1｣ 32-ll

｢同 上｣

｢講座現代国語学ⅠI｣

実践国語

｢日本文法統座 5｣

解釈と鑑焚 2314

解釈と鑑焚 23-4

実践国語

｢続日本文法諦座 lJ

32-ll

32-12

33-1

33-1

33-4

33-4

33-4

33-5



渡辺 実 詞 と辞

渡辺 実 辞の連続- 述浩をめ ぐる四要素 との関連において-

佐伯 梅友 口語の文法♂ノ変遷

三尾 砂 口語の文法の特色

稲村 徳 教授技術からみた文語助詞の扱い方

奥田 勝利 中学における文語文法 (助詞の学習について)

金田一春彦 助詞の本質

佐伯 梅友 助詞の史的展開

白石 大二 助詞に関する諸学説 と研究の現段階

田辺 正男 助詞の間塔点- 卒黄論文を古 く人のための-

次田 香澄 古文解釈における助詞の扱い

宮坂 和江 助詞研究文献稔覧

保坂 弘司 解釈文法における助詞の位相

海沢幸書郎 助詞のあっかいについて (巻頭宮)

学 燈 社 〔付表〕現代高校文語文法教科軒助詞取扱い一覧
国語調査室

高野 息輿 助詞の分類

土肥 常雄 助詞の分類

G森重 敏 助詞はどんな役 目をする言葉か

土肥 常雄 係 ･副 ･閥投三助詞の区別とその高校教育における敬
り扱い方- 鏡 r助詞の分類｣-

藤井 信男

青木 康子

蜂失 宣朗

岡村 和江

杉山 栄一

脇 道夫

ことわざと肋洞- 藩論のこころみ-

文章表現の基底にあるものと助詞の関係

読添へる助詞 と読漆へぬ助詞

付属語

助詞の細分

淡路方言- 活用語 と助詞に関 して-

松永 信一 助詞の分類- 表現学の立場から- 〔研究発表要 旨〕

田村す 丁子 文法- 助詞など-

石沢肝(崩) (付)高校支給文法教科砂肋詞取扱い一覧

春 日 和男 助詞研究の歴史と展望

佐藤喜代治 古典解釈 と助詞

松村 明 肋詞について

森岡 健二 作文における助詞の問題

上村 孝二 南九州方言文法概説- 助動詞 ･助詞-

春 日 正三 諸方音の助詞

日下部文夫 現代語における肋詞分類の基準- 助詞の相関-

川瀬 生郎 助詞の分類法についての-試案 と若干の助詞について
の考察

古瀬 順一 島原半島方言の助詞(1)

佐藤 亨 関東方言における待遇表現- 助動詞 ･助詞による対
者尊敬表現について-
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｢同 上｣

国語学 33

｢国語教育のため
の国措辞座5｣

｢同 上｣

国文学 4-9

国文学 4-9

国文学 4-9

国文学 4-9

国文学 4-9

国文学 4-9

国文学 4-9

国文学 4-9

国文学 4-9

国文学 4-9

国文学 4-9

北海道学芸大学紀
賓 lo-1

国文学放 23

解釈 と鑑岱 28-7

国語教育研究 8

実践国語 293

実践国語 297

山辺道 10

｢口語文法講座 6｣

｢口語文法講座 2｣

〔兵嘩県立洲本高
等学校 国語牡〕

表現研究 臨

｢講座 日本語教育 2｣
(早大筋学教育研究所)

国文学 12-2

国文学 12-2

国文学 12-2

国文学 12-2

国文学 12-2

薩聴路 12

立正大学文学部論
叢 30

言語研究 53

日本給教育 11

愛知故育大学研究
報告 18

文芸研究 61

昭33-5

33-6

33-8

33-8

34-6

34-6

34-6

34-6

34-6

34-6

34-6

34-6

34-6

34-6

34-6

34-7

35-5

38-6

38-12

39-7

39-ll

40-1

40-3

40-4

40-ll

41-5

41-7

42-1

42-1

42-1

42-1

42-1

43-1

43-1

43-3

43-4

44-2

44-2



飽田 延桝 助詞を中心 とする帥釈上の間脳 (古典･ii'lt)

加藤 形彦 助詞を中心 とする表現上の問題 (税代語)

田谷 鋭 表現のために- 助詞 ･肋動詞をめ ぐって-

岡崎 正継 解釈上の問題点- 古文の域でナ-

此払 正年 日本語 と肋網

目1淵 ;文夫 分類上の問題点

松永 信一 解釈上の間瑠点- 現代文の城[}-

渡辺 実 肋詞 と助動詞の境

小松 寿雄 係肋詞 ･終肋詞 ･liり投肋詞

菅野 宏 柄肋詞 ･刺助詞そして接尾語

大野 晋 助詞の機能 と解釈

此島 正年 助詞の研究史と課題

佐藤#代治 助詞の史的展開

白石 大二 古典解釈 と肋詞

長出 久男 作文教育 と助詞

浅野 信 日本文法文体をつ くる ｢助詞｣

石黒 昭博 日本語助詞学習上の･r一捗について- 深層構造と対照
文法の-面一

中松 竹雄 畿 語文法 ノ~ ト 掴 t:,'ir7JLか稲 の助 詞の形態 と

野蝶 三兼 ｢tl控琉歌｣の肋網(3)｢や｣の部

大津不 二也 肋詞における日･琉f糊係

井上岬次郎 叙法の助詞

安達 隆一 日本語の生成理論における助詞の位正づけ- 助.ìiJの
生成 という考え方について-

岡本 勲 へボンの 日本語文法体系 助詞をめ ぐって

小西 友七 テニヲハ と英語のii;j!L旺詞

馴 明子 琶p;聖 庄内方言の助詞 と肋舶 - 枇 本を溌料 と

大野 晋 日本語の助動詞 と助詞

西田 直敏 肋詞(1)

安田 章 肋詞(2)

田Lll 車夫 肋詞(3)

塚原 鉄雄 国語助詞の構文機能

日下部文夫 肋詞の意味体系

石井 典子 初心教師の学習 ｢てにをは｣を中心 としての小テス ト
をめ ぐって

鎌EIl良二(編) 方言助詞塊 (格肋詞 ･接続助詞 ･副助詞芸.;i)- 近鼓
･(中国)･凶国

藤友 雄呼 幼児の助詞の理解 と生成に関する発達的研究

藤友 堆曜 幼児の助詞の習得に関する発達rJ'･)研究

小林 国雄 学校文法における肋動詞 ･助詞

原土 洋 文構成過程に基づ く辞の分類- 特に助詞 ･助動詞に
ついて-

富田 金彦 古牌 を読むための文法早わか り辞典 肋洞
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国文学 14-7 昭44-5

国文学 14-7 44-5

頼歌 16-5 44-5
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文法 2-5

文法 2-5

文法 2-5

文法 2-5

文法 2-6

文法 2-6

解釈と鑑焚 35-13
解釈と鑑慾 35-13
解釈と鑑焚 35-13
解釈と鑑懲 35-13
解釈と鑑懲 35113
国学院雑誌 72-2

45-3

45-3

45-3

45-3

45-3

45-4

45-4

45-ll

45-ll
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45-ll

45-ll

46-2

｢岩倉具英教授退 46-9
職記念論文典 言
語学と日本語問題｣
琉球大学教育学部 46-12
紀要 14

国際大学国文学 4 47-3

国文学研究 8 47-ll

神戸海星女学院大 48-12
短大研究紀要 12

｢島田勇雄先生退官記 50-3

念 ことばの鎗文集｣

文学紀要(中慕大)9-3 50- 3

英語致育 25-10 5ト 12

山形方言 13,14 昭 52- 1. 53-2

｢岩波講座 日本語 7｣ 52-2

｢同 上｣ 52-2

｢同 上｣ 52-2

｢同 上｣ 52-2

回誘き国文 46-5 52-5

言語 6-6 52-6

日本語教育研究15 52-7

甲南国文 26 54-3

人文論究 (北海道 54-3
致育大)39

教育心理学研究27-1 5 4 - 3

｢田辺博士古棉記念 54- 8

固滑助詞助劫洞給養J

｢同 上｣

国文学24-12増



2 作品別助同研究

森山 隆 上代語研究の現段階 助詞

森重 敏 修飾語格小見- 上代の助辞 ｢な,に.の,が｣(1-3)

塚原 鉄雄 迎体格を構成する助詞二つ- 格助詞 くな)と格助詞
塚原 幸子 くつ〉と-

佐伯 梅友 二三の助詞をめ ぐりて

自藩 札幸 上代漢字文疑問助辞考- 乎 ･哉 ･耶 ･敗について

浅見 徹 祝詞と宣命における助詞の用法

夏井 邦生 r古事記Jの助詞の表記- 表記と訓の固定化について

山崎 春一 万葉集の助詞に就て

輯本 徳寿 万乗典の助辞

林 大 方薬典の助詞

林 大 万葉集の助詞

野本 秀雄 万菜の助詞

田辺 正男 万葉集と上代語法 (助詞)

森重 故 ｢か｣より ｢や｣への.推移紙箱

浅見 徹 万葉典の文法 助詞の問題点

高田 昇 万葉集作者別品詞別稔索引 (柿本人麻呂崩)- (3)助
劫洞 ･助詞の部-

津之地直一 万薬集における ｢ずは｣の語法

徳田 政信 万乗 ｢馬美疾打英行｣考- 異例の係緒の再検肘

中川 浩文 竹取物語における本文の発走- 主として助詞 ･助動
詞を中心に (2ト (6)

上田 年男 源順典と曽丹典との助詞使用法に現れたる二,三の問
題 (-)～(司

宇都宮睦男 紫式部日記の文体- 助動詞･助詞の連結から見た-

中川 浩文 源氏物語の助詞接続続計数裏 目～榊

北山 裕太 助詞の省略 ･係籍など- 源氏物語の語法研究-

宮田和一郎 源氏物語 ･枕草子の助詞

此島 正年 源氏物語の助詞

梅原 恭則 平安時代における助詞織能の考察- 源氏物給の相互
~ 承接現象をめ ぐって-

岩井 良雄 助詞

原田 滑 ｢ものしが｣か ｢Lがあし｣か- 土佐日記解釈の或
る観点に就いて-

小久保崇明 中古における助詞 ｢よ｣の一性格

長瀬 苗子

大西 尊明

桑床 博史

室町時代の疑問表現- 助詞を中心として-

謂 讐し警 泡 *Q'C,Bh晶 ')助豊熟 〔.W 謹 助詞を

〔同 上〕(同 上〕 正徹本
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国語国文17-1,3,4

万乗 30
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｢浪座解釈と文法2｣

｢沢潟博士菩寿記
念 万薬学論荘｣

解釈と鑑焚 31-12

文学会論典 (甲南
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女子大国文45,46,48,53
仇谷大学詮典389,390

帝木
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島大)ll

国文学論幕 (竜谷
大学)

国語と国文学 252(3-8)

解釈と鑑せ

｢源氏物語許座 7｣

東洋大大学院紀要
8

｢源氏物語語法考｣

国語と国文学 2CB(18-8)

｢大鏡の語法の研究｣

◇
言語と文芸 9-5

文法 2-10

文法 2-10

昭45-ll

23-2,5,7

34-1

41-12

42-3

31-ll

54-8

5-10

7-7

28-12

30-5

34-6

35-2

41-7

41-10

42-12

50-6

54-8

昭42-5-
44-5

ll-3-7

41-4

26-5,28-1,
30-5,32-12

28-8

28-12

46-ll

47-3

51-6

16-8
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松尾 拾 .〔同 上〕〔助詞 .助動詞を中心とした r徒然草Jの文
法〕 助詞

白石 大二 〔同 上〕〔同 上〕 句読点と肋詞 ･助動詞

坂詰 力治 r論語抄Jの漢文訓読語についての一考察 特に接続
詞 ･副詞 ･助動詞 ･助詞を中心として

松本 重雄 天草本金句集に現れた肋詞

桜井 茂治 日本語の旋律史からみた助詞の問題- 仏教音楽を中
心として

阿部 八郎 r今昔物語集J本朝仏法部の主格助詞

米野 正史 春秋経伝集解巷十保延五年点にみられる助詞について

此島 正年 ｢とはずがたり｣の語法- 助動詞 ･肋詞を中心に

高橋 宏幸 神田本白氏文集天永本の付属語について

森 孝宏 古今伝授における付属語の声点について- 金刀比羅
本を資料 として

田中 千熊 読本内容に交渉する助詞の働を観る

C松村 明 江戸謹告における語迎接上の普親現象- 浮世風呂 ･浮
世床を資料 として

奥山 草書 近世江戸語の助詞- 副助詞 ･終助詞 ･開披肋洞につ
いて-

小島 俊夫 助詞 ･助動詞 ･補助動詞

松田 貞三 柿蔭輿助詞の一考察

塚本 哲三 主として助詞の用法より見たる芭蕪俳句の共同

大森 桐明 俳句文法上の一考察

井上隅川子 俳句に於ける助詞の考察

松下大三郎 切字諭

井上隅川子 俳句の終止としての助詞(ヨ脚Oi)
中島 唯一 排譜と旦爾乎披

岩崎 摂子 尊徳纂 r約翰福音之伝Jの異本における助詞の異同

新山 茂樹 ギュツラフ訳型番 ｢約翰上中下<Jf｣の助詞 ･助助詞に
ついて

3助嗣各姶

3.1 格助詞

3.1.1

岡倉由三郎

杉 敏介

松下大三郎

大湾 政和

大湾 政和

本位田虫美

A湯沢草書郎

亀井 孝

三宅 武郎

格助詞練飴

主格を示す本来の辞

名詞 ･代名詞の格について

名詞の格の研究

琉球語の主格助詞について

琉球語の主格助詞について (訂正)

主語と提示語 と

｢以て｣の品詞的取扱

日本語の論理的構造 九 - 格表示の勝者的手順につ
いて-

潜格助詞の発掘 (単語形成とアクセント法則8)
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文法 2-10 45-8
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54-8
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日本文学 昭 7-ll

お茶の水女子大人
文科学紀要 4

国学

｢後期江戸ことば
の敬語体系｣

とねりこ

草上

草上

石楠

｢俳句紡座｣3(改造牡)

石楠

俳句研究

｢田辺博士古棉記念
国語助詞助動詞給帯｣

｢同 上｣

28-12

15-3

49-9

5-9

5-12

7-6

7-6

7-ll

8-7.8,10

ll-2

54-8

54-8

帝国文学 明33-2

国学院雑誌18-9,10 大 ト 9.10

国学院雑誌29-3.4 大12-3,4

音声学協会会報26 昭 7-5

青戸学協会会報29･30 8-5

国語国文 5-11 10-10

国語解釈 2-4 12-4

国語教育 15-12

コトバ (復刊)3-2 16-2



藤林 息 係助詞と格助詞とを含む文の表現形式

神保 格 所謂心理的主部述部について

宮田和一郎 ｢にて待 I)｣助詞 ｢て｣- 中古語法覚番

田中盤太郎 ｢にて｣の語法

鈴木 康之 日本語における名詞の格について

堀川勝太郎 表現の心理と格助詞

浅野 僧 特殊な主体の系譜- その文章史における-

柴田 武 格 ･人称

J三上 章 主語存置論に反対

土井 忠生 古典解釈のための助詞 ･格助詞

J三上 章 主格の棚対的優位

川端 尊明 動詞文 ･格

丸山 和雄 校合助詞の語桑と用法 く特殊研究)

山本 倍適 格 ･格助詞について

E国広 哲弥 日本語格肋詞の意兼業試論

白石 大二 受ける柄助詞と用言の性格

K佐伯 哲夫 校合栴助詞について

毒禁裏誓敦 諾 盟晶と ての細 網 .副助詞の教え方~ 小学凹

古田 東朔 日本譜における近代化の-傾向- 文末群から見た｢標
単語｣の形成過程-

木之下正雄 助詞小辞典 格助詞

平河内健治 ｢場所｣を表わす柄と ｢時｣を表わす格の日英比較

愛宕八郎康 奥能党珠洲方言の主部助詞の諸相
隆

輝 博元 華賢哲三野 嘉雷雲t:習形態AA(1)- rてだて｣格 .

佐藤 洋子 日本語の格助詞とドイツ語について

高棉 太郎 文中にあらわれたる所属関係の桃々棚

甲斐 睦朗 現代日本語における格助詞の意味的構造

丹保 健一 移動動詞の構造的意味- ｢場所に関する名詞+格助
詞｣との結合に注目して-

青木 怜子 所謂副詞語尾の ｢に｣について- 格助詞の下位分類
に及ぶ

井上 和子 格助詞と文法関係

工藤 力男 格助詞と動詞との相l軌こついての適時的考察

布村 政堆 格助詞 渡辺実君の蛾文論をめ ぐって

河野音美子 助詞文とは 格助詞と動詞

永保 君恵 サンスクリットの ｢格｣について 日本語学習の立場
から見た

松岡 弘 ドイツ語周日本語学習者の作文にあらわれた誤用例の
分析 特に助詞および前置詞相当句の誤用について
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